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P1−52　 17歳女子生 徒 に発症 した 子宮頸部明 細胞腺癌 の 1例
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【緒 言】子 宮 頸 部 明細 胞 腺癌 は 稀で，胎 生期に diethylstilbestrol（DES ）に 暴露 さ れ た 若年女性 に 発生 す る こ とが 知 られ て い

る．今回，、17歳の 女 子生 徒 に発症 した子宮頸部 明 細胞腺癌 の 1例 を経験 した の で報告す る．【症例117歳，高校生．初経 13

歳，月経周期整順．初交 は 6 ヶ 月前，妊娠雁 な し．9 ヶ 月前 よ り時々 不正 性器出 血が あ り，1 ヶ 月 前 よ り増量 し た の で 受診．

腟 鏡診に て 子 宮腟部 に示指頭大，易出血性の 隆起腫瘍病変 を認め，同部 の 細胞診 は 陽性 （腺癌），組織診 は明細胞腺癌 で あ っ

た．子宮体部及 び 両 側 付属 器 に異 常 は認 め ず，両側 子 宮傍 組織 に抵 抗 は な い ．腫瘍 マ ーカ ーは CAI25 が 148U／ml と高値で

あ っ た が，AFP ，　 CAI9 −9，　CEA ，　 CYFRA ，　 SCC −Ag は 正 常域 値で ，　 CT 上 t り ン パ 節や 他臓器 へ の 転移を示唆す る所見はな

く，腎盂 造影は正 常所見で あ っ た．子 宮頸癌 Ibl期 と診断 し t イ ン フ t 一ム ドコ ン セ ン トの も と両 付 属 器 を含 む 広 汎 子 宮 全摘

術 を 施行 した．子宮腟部前唇に 2x2cm の乳頭 状 の 腫瘤 を認め，病理所見は，乳頭状
一

部充実性構造を呈す る明細胞腺癌 で 腫

瘍内 リ ンパ 管侵襲 は認 め ない が，静脈 侵 襲 を認 め た，子 宮 傍 組 織，子 宮 体 部，腟 な どへ の 腫揚浸 潤 は認 め ず，腟断端 は 陰性，
摘出した 16個 の り ン パ 節は全て 陰性 で あ っ た．黄色腹水 を少量 認 め る も細胞診 陰性 で あ っ た．術 後診 断 は．pTlb1 ，pNR （0），
pMO ，術後補助治療 は行 わず経過 観察 し，術 後 1 年 6 ヶ 月経過す る も再発所見 は な い ．なお

， 母親の 妊 娠 中に DES の 服 用 歴 は

ない ．【結語】本症例は 子宮頸部明細胞腺癌 と して 本 邦 で 34例 目で，最も若年 に発症 した 症例 で あり，た とえ若年者で あ っ て

も不 止性器出血 を認め る 場合 は 積極的に 婦人科受診すべ き と考 え られ た．

P1−53　 2 回の 妊娠 に 至っ た子宮原eS　atypical 　polypoid　adenomyoma （APA ）症例組織像の 妊娠前後 にお け る変化
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子宮の atypical 　polypeid　adenomyoma （以 下 APA と略 す ）は，1981年に Mazur の 報 告 以 来 60以 上 の 英 文報告 が ある が，頻

度が 少なく詳細 は 知られて い ない ．今回我 々 は子宮頸部腺癌 と して 紹介され た 患者 が，最終的に APA と診 断 され た後 に 2
回の 妊娠 に 至 っ た症例 を経験 した の で 妊娠 に よ る組織像 の 変化 を 中心 に 報告する ．症例 ；22 歳女性，G ＝0，2003 年 10月不 正

性器出亅血を認 め，前医を受診 した．血性帯
．
ドと子宮頸管 ポ リープ が あ り，ポ リープ切 除 を行 っ た と こ ろ，病理診断 に て en −

dometrioid　adenocarcinoma ，　 Grade　I と診断さ れ ，当院に 紹介 とな っ た．経腟超 音波検査 で 子宮 頸 部 に径 20mm の 腫 瘤性 病

変 を認 め た．子 宮頸 部 細胞診 は ClassllL　 2003年 12月 4 日子宮内膜全面掻爬術 と子宮頸部組織採取 を 行 い ．病 理 所見 は

Highly　suggestive 　atypical 　polypoid　adenomyoma　of　low　malignant 　potential （APA −LMP ）で あ っ た ．経過 ：病変の 限局性，
疾患進行 が比較的遅 く本人の 挙児希望が強 い た め外来経過観察 と し，早期 の 妊娠 を勧 め た．そ の 結果，最終月経 2003年 12
月 10 日で 妊娠成 立 ，初 期 に 切迫 流 産 に て 約 2 週 間 人 院，頸管無力症予 防の た め の シ ロ ッ カ

ー
手術施行 を 経て ，妊 娠 41週 で

3894g の 女児 を経腟分娩 し た．分娩後 の MRI で 異 常 を 認 め ず，組織診で は 妊娠前と比べ て腺 の 密度が低 く核腫大もみ られ ず
一

部 に子 宮内膜増殖症の 像 を認 め る の み で あ っ た．最終月経 2005 年 7 月 20 日で 妊 娠 が 成 立 し，現 在外来経過 観察中で あ る，

ま とめ ：非常 に稀 な t一宮za発 APA と診断された後 に 21口1の 妊娠 に至 っ た症例 を経験 し た．妊娠後組織像の 異型性は ほ ぼ消

失 して お り，妊娠 は本疾患の 治療 に有川 で ある可能性が 示 唆 され た，

Pl −54　 CAV −EP に よ る 化学療法が 奏効 した 子宮頸 部小 細 胞 癌 肺転移の
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L
筥頸部小細胞癌 は子宮頸癌 の うち で稀な疾患で，進行が 早 く予後不良 と され て い る．今回我 々 は 子宮頸部小細胞癌肺転 移 に

CAV −EP 療法 が 奏効 し た一
例 を経験 した の で 報告 す る．症 例 は 35歳 2 経妊 2 経産．平成 11年 1 月頃 よ り不正出血Lで 近医受

診，組織診 に て子 宮頸部扁平 ヒ皮癌 smail 　cell　type の 診断 に て 同年 3 月 2 日当科紹介 とな っ た．子宮頸癌 Ibl期 の 診断に て 同

年4 月 1 日広汎 子宮全摘出術，両 側付属器切除術，骨盤内 リ ン パ 節廓清術を施行，こ の 時の 組織診断 は Squamous　cell 　carci ・

noma ，　 keratinizing　type で あ っ た．術後 全 骨盤 照射及 び CDDP に よ る化学療法を 施行 し外来経過観察 とな っ た．平成 12

年 12月 20 日咳嗽症状強い た め 外来受診，喀痰細胞診 に て class 　V ，　CT 検査 に て 肺，縦 隔 リ ン パ 節 転 移 お よび腹腔内再発腫瘍

を 認め た，摘 出標本 の 再検討 で NSE 染色陽 性の た め千 官頸部小細胞癌 と診断 CAV −EP 療法 3 コ ー
ス 施行．肺，縦隔 リ ン パ

節転移 CR ，腹腔内再発腫瘍 PR を得 られ た た め平 成 13年 6月 5 囗腹腔内腫瘍摘出術を施行 した．術後 CAV −EP 療法 6 コ
ー

ス 追加，現在再発 か ら4 年 6 ヶ 月経過 し冉発徴候なく外来経過観察中で あ る，予宮頸部小 細胞癌 は稀な疾患で あ るが，子 宮頸

部扁平上 皮 癌 small 　cell　type との 鑑 別 が 重要で あ る，また CAV −EP 療法 は 従来肺小細胞癌 の 治療法で ，本症 例 は この regi −

men で 肺転移を消失す る に至 っ た．今回子宮頸部小細胞癌にお け る治療法を文献的報告も加えて報告す る．
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